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【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   7/00    ３００Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月19日(2013.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像中に取り込んだ手姿勢を認識するコンピュータを用いる方法であって、
　前記コンピュータは、
　前記画像中の手領域を同定し、
　前記画像中の前記手領域の分散方向を推定し、
　前記画像中の同定した前記手領域に対応する、前記分散方向に基づかない内部距離形状
関連法（ＩＤＳＣ）記述子を決定し、
　前記推定した分散方向と前記分散方向と対応する複数の配向ビンの１つとを結びつけ、
　前記複数の配向ビンの１つと前記分散方向と対応する複数の分散方向を有する複数の訓
練画像に基づいて生成される分類子であって、前記配向ビンに対応する分類子を同定し、
　　前記分類子は、複数の手姿勢クラスに対応する複数の基準ＩＤＳＣ記述子を備え、
　前記分類子へ前記ＩＤＳＣ記述子を付与することにより、前記複数の手姿勢クラスのひ
とつへ前記同定した手領域を分類することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記コンピュータは、
　訓練画像中の基準手領域に基準ＩＤＳＣ記述子を決定し、
　前記基準手領域のそれぞれを、前記複数の手姿勢クラスのひとつにラベル付けし、
　前記基準ＩＤＳＣ記述子及び前記手領域に対応する手姿勢クラスを前記分類子に付与す
ることにより、前記複数の手姿勢クラスへ手領域を分類する前記分類子を訓練することを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンピュータは、
　前記訓練画像及び皮膚色に基づく前記画像から前記手領域を区画することを特徴とする
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記手領域を区画する過程が、前記区画した手領域に形態演算を適用する過程を備える
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記コンピュータは、
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　前記訓練画像中の前記基準手領域の分散方向を推定し、
　関連する前記訓練画像の分散方向に基づいて配向ビンへ前記訓練画像中の前記基準手領
域をグループ化し、
　　前記分類子を訓練する過程は、前記配向ビン中の前記基準手領域の前記ＩＤＳＣ記述
子を前記分類子に付与して、各前記配向ビンに対する前記分類子を訓練する過程を備える
請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記分散方向を推定する過程が、最大分散方向に沿って前記手領域を射影するため、主
成分分析法（ＰＣＡ）を適用する過程と、前記手領域の前記分散方向として前記最大分散
方向を決定する過程を備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記画像が、単一のタイムオブフライトカメラによって撮影した深度画像を備える請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記分類子が、前記対応する手姿勢クラスに応じて、ＩＤＳＣ記述子を分離する線形分
離超平面を決定する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記分類子が、サポートベクターマシン（ＳＶＭ）分類子を備える請求項８に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記画像中の前記手領域を同定する過程が、前記画像中に検知した体特徴に基づいて前
記画像中の前記手領域を同定する過程を備える請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　コンピュータに読み取り可能なコンピュータプログラムコードを格納する不揮発性の媒
体であって、
　　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータに対して、
　前記画像中の手領域を同定する過程と；
　前記画像中の前記手領域の分散方向を推定する過程と；
　前記画像中の同定した前記手領域に対応する、前記分散方向に基づかない内部距離形状
関連法（ＩＤＳＣ）記述子を決定する過程と；
　前記推定した分散方向と前記分散方向と対応する複数の配向ビンの１つとを結びつける
過程と；
　前記複数の配向ビンの１つと前記分散方向と対応する複数の分散方向を有する複数の訓
練画像に基づいて生成される分類子であって、前記配向ビンに対応する分類子を同定する
過程であって、
　　前記分類子は、複数の手姿勢クラスに対応する複数の基準ＩＤＳＣ記述子を備える過
程と；
　前記分類子へ前記ＩＤＳＣ記述子を付与することにより、前記複数の手姿勢クラスのひ
とつへ前記同定した手領域を分類する過程と
を実行させることを特徴とする媒体。
【請求項１２】
　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータに対して、
　訓練画像中の基準手領域に基準ＩＤＳＣ記述子を決定する過程と；
　前記基準手領域のそれぞれを、前記複数の手姿勢クラスのひとつにラベル付けする過程
と；
　前記基準ＩＤＳＣ記述子及び前記手領域に対応する手姿勢クラスを前記分類子に付与す
ることにより、前記複数の手姿勢クラスへ手領域を分類する前記分類子を訓練する過程と
　を更に実行させることを特徴とする請求項１１に記載の媒体。
【請求項１３】
　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータに対して、
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　前記訓練画像及び皮膚色に基づく前記画像から前記手領域を区画する過程を更に実行さ
せることを特徴とする請求項１２に記載の媒体。
【請求項１４】
　前記手領域を区画する過程が、前記区画した手領域に形態演算を適用する過程を備える
請求項１３に記載の媒体。
【請求項１５】
　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータに対して、
　前記訓練画像中の前記基準手領域の分散方向を推定する過程と；
　関連する前記訓練画像の分散方向に基づいて配向ビンへ前記訓練画像中の前記基準手領
域をグループ化する過程を更に実行させ、
　　前記分類子を訓練する過程は、前記配向ビン中の前記基準手領域の前記ＩＤＳＣ記述
子を前記分類子に付与して、各前記配向ビンに対する前記分類子を訓練する過程を備える
請求項１２に記載の媒体。
【請求項１６】
　画像中に取り込んだ手姿勢を認識するシステムであって、
　前記システムは、
　実行可能なコンピュータプログラムコードを実行するためのコンピュータプロセッサー
と；
　前記コンピュータに読み取り可能な前記コンピュータプログラムコードを格納する不揮
発性の媒体と
　を有し、
　　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータプロセッサーに対して、
　前記画像中の手領域を同定する過程と；
　前記画像中の前記手領域の分散方向を推定する過程と；
　前記画像中の同定した前記手領域に対応する、前記分散方向に基づかない内部距離形状
関連法（ＩＤＳＣ）記述子を決定する過程と；
　前記推定した分散方向と前記分散方向と対応する複数の配向ビンの１つとを結びつける
過程と；
　前記複数の配向ビンの１つと前記分散方向と対応する複数の分散方向を有する複数の訓
練画像に基づいて生成される分類子であって、前記配向ビンに対応する分類子を同定する
過程であって、
　　前記分類子は、複数の手姿勢クラスに対応する複数の基準ＩＤＳＣ記述子を備える過
程と；
　前記分類子へ前記ＩＤＳＣ記述子を付与することにより、前記複数の手姿勢クラスのひ
とつへ前記同定した手領域を分類する過程と
を実行させるシステム。
【請求項１７】
　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータプロセッサーに対して、
　訓練画像中の基準手領域に基準ＩＤＳＣ記述子を決定する過程と；
　前記基準手領域のそれぞれを、前記複数の手姿勢クラスのひとつにラベル付けする過程
と；
　前記基準ＩＤＳＣ記述子及び前記手領域に対応する手姿勢クラスを前記分類子に付与す
ることにより、前記複数の手姿勢クラスへ手領域を分類する前記分類子を訓練する過程を
更に実行させる請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記コンピュータプログラムコードは、前記コンピュータプロセッサーに対して、
　前記訓練画像及び皮膚色に基づく前記画像から前記手領域を区画する過程を更に実行さ
せることを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記手領域を区画する過程が、前記区画した手領域に形態演算を適用する過程を備える
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請求項１８に記載のシステム。
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